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 第六章は結論で，本論文で得られた成果について要約されている．  
 付録では，第四章の新手法に有限温度効果を含める場合の処方が示され，加えて拡張
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３．拡張 Wang-Landau 法を STM のスナップショットと組み合わせることで，空間的に
マルチスケールな相互作用を持つ Mg-Y-Zn 合金の長周期積層構造における 2 次元系
の平衡状態図の構築に初めて成功した．これは，従来手法では取り扱いの困難であ
った複雑かつマルチスケールな相互作用を有する合金系の熱力学量の高精度計算
において，拡張 Wang-Landau 法が非常に有効である事を示す重要な研究成果であ
る．  
 
 以上より本論文は，合金状態図の理論計算研究において，学術上，実際上寄与すると
ころが少なくない．よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認
める．また，平成３０年１月１９日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行
って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた． 
  
 
